
支援制度の活用事例（防護壁設置）

レッドゾーン内で
住宅を建築する際に、
支援制度を活用して
防護擁壁を設置した

事例です。

設置費用
総額：約320万円
 県の補助金：約160万円
 市町村の補助金：約80万円
 個人の負担：約80万円

工事概要
鉄筋コンクリート防護擁壁
延長：22.0m
高さ：2.35m

住宅

レッドゾーン
（急傾斜地の崩壊）

防護擁壁

活用の背景
レッドゾーンが一部にかかる所有していた土地での住宅建築を、他の土地で行

うことが難しいため、安全確保を目的とする防護擁壁を設置したもの。
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